
協賛：公益財団法人 教科書研究センター
後援：徳島県教育委員会・徳島市教育委員会・鳴門市教育委員会・NHK徳島放送局・
　　　四国放送株式会社・徳島新聞社・四国英語教育学会・小学校英語教育学会

主催：鳴門教育大学
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　文部科学省では，Society 5.0時代を生きる全ての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと

協働的な学びを実現するため，「GIGAスクール構想」を推進しており，児童生徒の「1人1台端末」及び

「高速大容量の通信環境」の下での新しい学びがスタートしています。さらに，令和4年10月の中央教

育審議会特別部会の中間報告においては，令和6年度から英語のデジタル教科書導入が決定され，全

国の小・中学校では，本年度からデジタル教科書を用いた授業が本格的に始動しているところです。

こうした状況を鑑み，今，ICTの活用を通した授業づくりについての実践研究が不可欠となっています。

　今回のシンポジウムでは，関西外国語大学 教授（元文部科学省初等中等教育局視学官）（鳴門教育

大学 客員教授）直山 木綿子氏の基調講演に加え，様々なお立場で取組を進めておられる先生方にも

ご登壇いただき，テーマについて，みなさまとともに考えていきたいと思います。

13：00～16：45
10.19土

令和6年

開催日

鳴門教育大学
総合学生支援棟3階
F会議室

会　場

〒772-8502  
徳島県鳴門市鳴門町
高島字中島748番地

所在地

対象者

小学校外国語教育に
関心のある方

定　員

会場参加80名・Web参加可（先着順）
※申込方法等は裏面をご覧ください。

参加費

無 料
公式マスコットキャラクター

なる★ワン

プログラム

関西外国語大学 教授
鳴門教育大学 客員教授

関西外国語大学 教授
鳴門教育大学 客員教授



▶自動車を利用する場合
神戸淡路鳴門自動車道：「鳴門北IC」から約10分
神戸淡路鳴門自動車道：「鳴門IC」から約10分

▶高速バスを利用する場合
「高速鳴門」下車 タクシーで約10分

▶タクシーを利用する場合
JR「鳴門駅」から約10分

鳴門教育大学 総合学生支援棟3階 F会議室
及び オンライン動画配信

会　場

鳴門教育大学
小学校英語教育センターシンポジウム

●お申込みいただきました個人情報は，他の目的で使用いたしません。
●申込内容に変更があった場合は，下記お問い合わせ先へご連絡ください。

お申込み
について

鳴門教育大学  小学校英語教育センター

お問合せ先

※当日は正門より
　お入りください。
※当日は正門より
　お入りください。

総合学生支援棟
（愛称：コアステーション）

お申込み
方　法

下記のいずれかの方法でお申し込みください。

１．パソコン，スマホ等からの申し込み
　以下のURLまたはQRコードにアクセスしていただき，
　必要事項を入力してください。

２．E-mail又はFAXによる申し込み

　E-mail送付先 ： celees@naruto-u.ac.jp　   FAX送付先 ： 088－687－6148
　下記①～⑦の必要事項を記入し，各送付先まで送信してください。
　また，複数名でお申し込みの場合も，それぞれ必要事項全てを記入してください。

　　❶ 参加方法（大学またはオンライン）　　　❷ 氏名　　　❸ フリガナ　　　❹ 勤務先
　　❺ 職名　　　❻ 携帯電話番号　　　❼ E-mailアドレス（速やかに確認できるメールアドレス）

申込締切 ： 10月14日（月）

URL https://forms.office.com/r/7cA6aDwwnh QRコード

＊感染症予防のため，体調に応じてマスクの着用をされるなど，ご自身による対策のご協力をお願いいたします。


